




















研究目的

　遣伝相談はふつう 1回あるいは比較的短期間に行なわれる数回の面接によっ

て終る場合が大部分である。一般的にいって,相談事業はクライアントと継続

的な関係を保ち,問題の結論が実際に利用され,実行されたかを知ることはかな

り困難であり,1 回限りの指導相談に終ることが多い。また,遣伝相談において,

遣伝ということから,特に継続したカウンセラーとの接触を求めたがらず,1 回

限りの,しかもクライアント自身も,そのことを問題にしたことをすら忘れたい

という気持ちが強いように思われる。


